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千葉県市原市養老川河口域におけるホシ八ジロとスズガモの分布
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はじめに

ガンカモ科のホシハジロＡｙ伽α花γ伽αとスズガモＡｙ伽α〃zαγ"αは，冬,烏として'1本に飛来

する．佃休数はIIii種とも多く，全、集計ではスズガモで30万羽，ホシハジロで10万羽を越

す（日本野鳥の会研究センター1992)．スズガモは主として波の静かな内湾の海上に多く飛

来し，ホシハジロは内陸の湖沼に多くみられる（黒ml939)．ただし，河'二I域のように海と

陸の接点となる地域では．ｌｌｌｊｉＩｉは同所的な分ｲＩｉを示す場合がある（||嶋IHほか1990)．両極が

異所的にみられる理['１を|ﾘlらかにする_'二で，’11所的にみられるj淵所で両極の分ｲIi様式をIﾘlら

かにすることは砿要である．しかし，同所的にみられる場所でIIIj砿の分布をI淵べた報告は少

ない．

この調在では，Ｔ葉県Ili原lli挺老川河1-1城において，ホシハジロとスズガモの分布を調べ

たので報ｉｉｉする．

本文に先立ち，本論文に対して貴重なコメントをいただいたﾙ〔北大学理学部動物生態学研

究室の鈴木紫ｿ)博上に感謝の意を表したい．

調査地および調査方法

調査は千脚I怖原ili挺老川の河口域で行なった（Fig.1)．Ｔ･莱県に南北1kｍ，東西1.2kｍ

の幅のメッシュ区画をあてて終理を行なったメッシュマッフ。（T･梁県立中央博物館1990）の

うち，３８稀のljJl皇に調在地が含まれる．このうち実際に調街を行なった養老川から来京湾に

かけての水域を同メッシュマップのメッシュ稀吟で区分し，８地域に区別した．

メッシュ４４と４５，５４は海上に区分した．４４は人工的構造物のない海面である．５４は左岸

を－部含むが．その大部分は海而である．４５はｲ了岸を含み，およそ800ｍの堤防が南東から

北西方向に突Ｉｌｌ１している．

メッシュ５５と５６，６６は河'１に区分した．５５の左岸の一部には1,500,2ほどの船溜まりが

ある．さらにその先にはおよそ200ｍの堤防がのびている．５６はほとんどが工場川地で占め
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られるが，一部で河口部の右岸を含む．６６は55より上流にあり，太い橋脚をもつ養老大橋

を含む．

メッシュ７６と８６は上流に区分した．もっとも上流にある８６とさらに上流のメッシュとの

境界は河口から約4kｍに位極する．

川の両岸ともコンクリート護岸されているが，河口と上流のメッシュの一部ではヨシ原の

広がっている部分もある．上流にいくほどヨシ原や中州の面禎は広くなる．また河口と上流

のメッシュの一部で，干潮時に砂質の干潟が広がる．なおこの地域を含めた周辺地域は禁猟

区である．

調査は1991年11月から1992年１２月にかけて，月１回から２回の割合で計22回行なった．

観察時間は合計1,785分である．調査には８倍の双眼鏡と30倍の望遠鏡をもちい，メッシュ

区域ごとに出現した種の個体数を記録した．調査時に鳥影が観察できたのみで，種名の識別

ができない個体はかぞえなかった．強風時あるいは波が荒いため，海上に浮いている個体が

みえかくれする場合には，数回かぞえ，その平均値を生息個体数とした．また1992年１月

２２日，２月２１日，３月２５日，４月７日，５月１４日の調査時には採食と休息についての記録も

収集した．

調査はなるべく平日の人出の少ない時間帯に行ない，モーターボートやサーフィンなどの

海上レクリエーションや密猟などによって通常の生息状況が影響をうける可能性を極力排除

した．本調査地においては猛禽類の飛来は稀であり（嶋田・桑原1994)，カモ類の分布に対

する捕食者の撹乱は少ないと考えられる．また，

Tｏ n Ｈ ｚ

、ｎＷ

YoroRIver

Fig､１．Mapofthestudyarea､Numbersinthis

ngurerepresenttheｍｅｓｈｎｕｍｂｅｒｓｉｎｍａｐ

Ｎｏ､３８publishedbytheNaturalHistory

Museumandlnstitute,Chiba,whicharealso

usedinourstudy．

調査条件を一定にするために干潮時に調査を行

なった．

結果

調査地域全域におけるスズガモとホシハジロ

の個体数の月別変化をFig.２に示した．両種と

も６月から１０月には観察されず，１１月から翌年

の５月にかけての冬から春の時期にのみ出現し

た．スズガモは1992年の１月下旬から３月下旬

にかけてと１２月にかけて多くみられ，最大個体

数は1992年１月２２日の1,239羽だった．一方，

ホシハジロは1991年１２月から1992年２月にか

けてと1992年１２月に多くみられ，1992年12月

４日には最大個体数1,575羽を記録した．ホシハ

ジロの渡去期はスズガモよりも早く，３月末ま

でにほとんどの個体が本調査地でみられなくな

った．本調査地で出現するカモ類で両種に近縁
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な種としてキンクロハジロがあげられるが，その個体数は少なく，出現率も低かった．

８つのメッシュを海上，河口，上流と区分ごとにまとめ，区分ごとにホシハジロとスズガ

モの出現状況をみたものをＴａｂｌｅｌに示した．ホシハジロとスズガモは海上と河口に集IlIし

て出現し，上流ではスズガモが１羽記録されたにすぎなかった．Ｔａｂｌｅｌにもとづいて両極が

出現した期間における出現個体数の平均値をとり，それを区分ごとの開水面で割って密度を

求めたものをTable2に示した．海上ではスズガモ121.0羽，ホシハジロが37.9羽とスズガモ

が有意に多かった（Ｘ２＝43.5,Ｐ〈0.001)．また河口ではホシハジロが346.8羽，スズガモが

85.9羽とホシハジロが有意に多かった（Ｘ２＝157.3,Ｐ〈0.001)．またそれぞれの種ごとにみる

と，ホシハジロは河口に多く（Ｘ２＝248.0,Ｐ〈0.001)，スズガモは海上に多かった（Ｘ２＝

5.35,0.05〈Ｐ〈0.001)．

行動の記録をとった５日間の合計をみると，スズガモは3,265羽記録され，そのうち休息

個体が3,249羽（99.5％）で，採食個体は16羽（0.5％）であった．ホシハジロは720羽記

録されたうち，休息個体が710羽（98.6％）で採食個体は10羽（1.4％）であった．

考察

養老川河口域ではスズガモは海上に，ホシハジロは内陸に多く分布した．しかしホシハジ

ロは内陸でも上流ではなく河口に集中した．東京湾周辺でみると，多摩川河口域から養老川

河口域にいたる海上でスズガモが多く記録されており（百瀬・桑原1988，桑原1990,嶋剛

ほか1990，嶋田1992,1994，桑原ほか1994)，印縮沼や手賀沼，不忍池など内陸の池沼でホ

シハジロが多く記録されている（福田1975,1977,岡1988，杉森ほか1989，小野ほか1990)．

したがって養老川河口域でみられた両極の分布傾向は，東京湾周辺での傾向を反映している

といえる．
1８００

６００

ホシハジロは養老川河口域では河

口部に分布が集中したが，多摩川河

口域では本調査地域で上流部と位置

づけている，河口から３kｍから４kｍ

上流部分でもホシハジロが観察され

た（嶋田ほか1990)．これには両河

川の川幅の違いが関係していると考

えられる．養老川河口域の上流のメ

ッシュ７６と８６付近の川幅は，潮の

干満によっても異なるが100ｍにも満

たない．しかし多摩川河口域は河口

から３kｍ上流でも，川幅が約800ｍ

と広い．広い湖沼に生息することの

多いホシハジロにとって（黒田1939)，

1５００

1２００

8５

９００
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Fig.２．SeasonalchangesinthenumberofGreaterScaup
Ay"りIα加α”kzandPochardA."万"αatthemouthofthe
YOroRiverinNov､1992-Dec､1992.
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Table１．OccurrenceofPochardandGreaterScaupatthemouthoftheYOroRiverduringNov,１９９１‐
Dec､1992.

1991１９９２ 1992

ＯｐｅｎWaterSpecies Nov・ＤｅｃＪａｎＦｅｂ・Mar．APr．Ｍａｙ Ｄｅｃ．

（km2）２６５２２２１２０２５７１５１４２４４２６ＸＳＤ．
Sea３．４３Pochard

GreaterScaup

９４２３１９６１１３５０

１４１４６１,2２１７２８８１９８２０

２７

１４８

315635130.11875

771315415.２４２９．９

Mouth０．６３Pcchard３１４３０９２８１２０７６９２２１９1,260150218.5351.4

GreaterScaup５５２０１８５２３３２０４２１９２５６３８６５４．１７５．６

UpperO､1０Pochard

GreaterScaup

Neitherspecieswasobservedduriｎｇ５Ｊｕｎｅ‐８Nov.．

Table2.Compansonofdensities(Ｎ／ｋｍ２)ofPochardandGreaterScaup．
●

Sea Mouth X2test

Pochard

GreaterScaup

37.9

121.0

346.8

８５．９

Ｘ２ｔｅｓｔ ｐ<0.001 ｐ<0．００１

ｐ<0.001

0.05<p<0．００１

0.00.0

0.10.3

養老川河口域の上流では川幅が狭すぎる可能性がある．

調査地域ではスズガモとホシハジロは休息個体が多かった．スズガモとホシハジロはカモ

類の中でも水面に浮かんで休息することが多く，強風時には風で流されないように水面下で

足を動かしてその場に留まらなくてはならない．したがって両種の休息場所として，風あた

りの強弱が重要で，風あたりの弱い場所が両極にとってよい休息場所であると推定できる．

実際にスズガモは海に突出した堤防のそばで多く観察されたほか，ホシハジロは波のあまり

立たない船溜まりで多く観察され，風を避けて分布している様子が伺えた．

こうした風あたりの程度のほかにも両種がよい休息場所としてもちいている指標があるか

もしれない．こうした指標にはメッシュ枠では解析できないような細かい場所ごとの環境の

違いも含まれると考えられる．今後，両種の分布要因を明らかにする上でメッシュ枠よりも

細かい場所ごとの環境要因の解析が必要になると考えられる．

要約

1991年１１月から1992年１２月にかけて，千葉県市原市獲老川河口域を８つのメッシュに分けて，

スズガモとホシハジロの分布を調べた．調査地域全体でみると，スズガモは１１月から５月にかけて，

ホシハジロは１１月から３月にかけて観察された．近縁棚のキンクロハジロの個体数は少なく，出現

率も低かった．メッシュを海上，河口，上流の３つに区分すると，スズガモは海上に，ホシハジロ

は河口に多く分布し，両種とも上流ではほとんど観察されなかった．また両種とも調査地域で休息

した個体が多かった．これらのことから，両極の分布要因について若干の考察を行なった．
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GreaterScaup

ThedistributionsofGreaterScaupandofPochardatthemouthoftheYorｏＲｉｖｅｒ

TetsuoShimadal☆＆KazuyukiKuwabara2

１.DepartmentofBiology,TohoUniversity、2-2-1Miyama,Funabashi､shi,Chiba274

2､NaturalHistoryMuseumandlnstitute,Chiba、９５５２Aoba戸cho,Chuo-ku,Ｃｈｉｂａ２６０

ThedistributionsofGreaterScaupAj伽z柳αﾉﾊzandPochardA.だ""αintheestuaryofthe

YOroRiverincentralJapanwereinvestigatedduringNovemberl991‐Decemberl992The

estuaryoftheYOroRiverwasdividedinto8meshes,whichwereclassifiedintothreeareas(Sea，

LowerRiverMouthandUpperRiverMouth)．Bothspecieswererestinginthestudyarea､Inthe

Sea,thedensityofGreaterScaups(121.0／kｍりwassignincantlyhigherthanthatofPochards

(37.9／km2).AttheLowerRiverMouth,thedensiⅣofPochards(346.8／kｍりwassigniEcantly

higherthanthatofGreaterScaups(85.9／km2)．IntheUpperRiverMouthneitherspecies

occurred．'Ihefactorsdeterminingthedistributionsofbothspeciesarediscussed．

Ｋ２y”0城:PbcAa減,Ｇ"α花γScα”,djs流6”0〃

☆Presentaddress:'IheMiyagiPrefecturallzunumaUchinumaEnvironmentalFoundation､１７－２

Shikimi,AzaPkamihataoka,Wakayanagi,Kurihara,Miyagi98955．

Appendixl・OccuITenceofPochardandGreaterScaupatthemouthoftheYoroRiverduringNov,１９９１
‐Dec,1992.

4 ５ １ ． １ ２ Pochard

GreaterScaup

3６００５Ｐｏｃｈａｒｃ

〕ＲｎＪａｎ、卜ｅ、司一【】ＤＰ

2６５２２２１２０２５７１５１４２４４２６Total(km2）

０
０

GreaterScaur

3１５１０１４１６

７７１１３６９０７

4４１．２０Pochard

GreaterScaup

7 ６ ０ ． ０ ５ Pochard ０

5341,049

1792,854

幻
叩

9４ ２３ １１ １３５０

１４１４６８００７２８８１９２０

1１９４９９

２５８GreaterScau ４

１

鯛
聖１

96

421

8８

800

リ

０
４

1,259312,123

４６３８７

5５０．５Pochard３０６３０９１０２０７

GreaterScaup５５２０１４４５４２０１９４２２３

６７２９１８４２５３

5６０．０３Pcchard

４GreaterScau

６６０．１Pochard ８２７１６９２２１８


